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く
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と
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ら
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て
く
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ぼ
く
は

傘
も
な
い
し

お
金
も
な
い

雨
に
ま
け
ま
い
と
し
て

が
ち
ん
が
ち
ん
と

あ
る
い
た

お
金
を
つ
か
う
こ
と
は

に
ぎ
や
か
だ
か
ら
す
き
だ

も
の
を
た
べ
る
こ
と
は

に
ぎ
や
か
だ
か
ら
す
き
だ

ぼ
く
は
　
に
ぎ
や
か
な
こ
と
が
す
き
だ

さ
い
げ
ん
な
く
　
ざ
ん
ご
ざ
ん
ご
と

雨
が
ふ
る

ぼ
く
は
　
傘
も
な
い
し
　
お
金
も
な
い

き
も
の
は
ぬ
れ
て

さ
ぶ
い
け
れ
ど

誰
も
か
ま
つ
て
く
れ
な
い

ぼ
く
は
一
人
で

が
ち
ん
が
ち
ん
と
あ
る
い
た

あ
る
い
た

（『
愚
の
旗　
竹
内
浩
三
作
品
集
』）

竹
内 

浩
三

雨 『愚の旗　竹内浩三作品集』
復刻版
（竹内浩三／著　伊勢文化舎　2018年） 

1956年私家版として発行された
竹内浩三の遺稿集を復刻。中井
利亮の編集構成・装丁をできる限
り再現した。 

『ぼくもいくさに征くのだけれど
竹内浩三の詩と死』
（稲泉連／著　中央公論新社　2004

年） 

23歳で戦死した浩三と執筆当時
同じ年頃だった著者。浩三の足
跡をたどり、時代を超えて伝えら
れてゆくその詩について綴る。 
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23歳で戦死した浩三と執筆当時
同じ年頃だった著者。浩三の足
跡をたどり、時代を超えて伝えら
れてゆくその詩について綴る。 

『ヤマトヒメ・ラインを走る
中井利亮遺稿集』私家版
（中井利亮／著　2003年） 

若いころの詩作だけでなく、後
年の郷土史家としての業績をま
とめた遺稿集。 

「伊勢文学」
宇治山田中学の同級生であっ
た竹内浩三らと東京の大学時
代に創刊した同人雑誌。浩三
の出征後はその思いを継ぎ発行
を続ける。

共催 伊勢市立伊勢図書館／（有）伊勢文化舎
■募集人員 30名
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竹内浩三生誕100年（2021）記念出版
竹内浩三著　中井利亮・編集・装幀　

『愚の旗 竹内浩三作品集』
復刻版ご案内
　　　
62年の時を経て復刻！
詩人・竹内浩三の原点の書。

復刻版の特徴
1.　初版本を徹底調査し、装幀など可能な限り近い形で復刻しました。
2.　詩の頁（５３頁）を活版で印刷し、初版本の質感を再現。
3.　竹内研究者が竹内浩三と『愚の旗』について解説 (書き下ろし）。
4.　品質保証のため一冊ごとにナンバリングを施しました。
5.　表紙は和紙カバーかけ、函に入れて永久保存版。

B5判変形　172頁　上製本・和紙カバー　函入り
定価8,640円（税込）　送料1,000円（北海道・離島は除く）
復刻制作　『愚の旗』復刻制作委員会
発行／発売（有）伊勢文化舎
※お問い合わせ　（有）伊勢文化舎
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小紙「竹内浩三 愚の旗通信」は竹内浩三生誕100年を機会に『愚の旗』復刻版を記念し
て創刊しました。今号は「詩のゼミナール」関連の情報を掲載しました。伊勢市立図書館、
伊勢市の施設等で無料配布しております。
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竹内浩三生誕 1 0 0 年（２０２１） Recommend Books

伊勢の４詩人
v�.3
July.2019

発　行／ 詩のゼミナール委員会
 伊勢市立伊勢図書館、（有）伊勢文化舎
制　作／ （有）伊勢文化舎
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〝
あ
こ
が
れ
〞に
心
が
包
ま
れ
て
い
る
時
、
あ
る
い
は
、
ど
う
し
よ
う
も
な
い〝
い
き
ど
お
り
〞や〝
無
力
感
〞な
ど
が
あ
る
時
、

詩
が
生
ま
れ
ま
す
。
詩
の
よ
ろ
こ
び
は
、
時
に
は
時
代
を
超
え
、
人
々
の
心
に
し
ず
か
に
入
り
込
み
、
甦
り
ま
す
。

　
詩
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

　
天
性
の
詩
人
・
竹
内
浩
三
を
は
じ
め
伊
勢
の
四
詩
人
を
通
じ
て
詩
の
心
を
学
び
ま
す
。

詩
へ
の
い
ざ
な
い

詩
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル　
今
夏
よ
り
開
講
！

風
が
初
夏
の
中
を
通
り
ぬ
け
て

そ
こ
は
海
の
よ
う
に
広
く
な
っ
た

溶
け
る
魚
な
ど

う
つ
る
も
の
憂
い
対
話
で

い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
窓
を

こ
わ
し
て
い
る

美
し
い
ひ
と
か
ら
は
じ
ま
る
物
語
り
の
は
て
に

逃
げ
て
い
く

明
日
の
影
の
よ
う
に

も
う
い
ち
ど

︵
詩
集﹃
無
心
の
無
心
』）

叫
ん
で
い
る

岩
本
修
蔵

ネ
ル
の
着
物
が
し
づ
か
に
木
橋
に
立
っ
て

季
節
は
佇
ん
で
流
れ
を
見
て
い
る

南
風
が
木
房
を
や
さ
し
く
な
び
か
せ
て

私
の
頬
に
ふ
れ
る
の
は
　
や
わ
ら
か
い
風
の
手

 

私
の
長
い
影
が
　
若
葉
に
な
っ
た
桜
た
ち
の

並
木
を
押
え
て
ゆ
く---
ひ
る
さ
が
り---

寂
し
い
が
威
張
っ
た
足
取
り
で

私
の
感
情
は
林
の
青
み
に
し
か
目
を
向
け
な
い

 

額
に
あ
る
重
い
苦
し
み
の
な
か
の
な
に
か
が

私
の
顔
を
こ
ん
な
に
も
ゆ
が
め
た

喉
が
渇
え
て
い
る
よ
う
に
攣
れ
て
い
る

 

私
の
憂
鬱
に
私
は
ゆ
え
知
ら
な
い

林
に
捨
て
ら
れ
た
子
猫
の
声
を
た
て
て

私
の
心
は
哭
き
叫
ん
で
い
る

（「
伊
勢
文
学
」創
刊
号
）

中
井 

利
亮

ネ
ル
の
季
節
に

竹内浩三（右）と中井利亮（左）

い
ま 

去
っ
て
い
く
秋
の 

ブ
ル
ー
の
風 

の な
か
に 

い
て 

︵
中
略
︶

白
と
ブ
ル
ー 

の 縞 に
み
ち
た 

海 の
ブ
ル
ー 

を 見
て
い
る
人
の 

細
い
背
中 

も
　 

ブ
ル
ー
で
あ
る

（
詩
集『BLUE

』）

北
園
克
衛

B
L
U
E

伊勢市立伊勢図書館2階のふるさと文庫では詩のゼミナールで紹介する
竹内浩三・中井利亮・北園克衛・岩本修蔵の4詩人の著作を所蔵しています。
どなたでもご覧いただくことができます。ぜひ、ふるさと文庫をご利用ください。

竹
内 

浩
三

中
井 

利
亮 

『記号説　１９２４-１９４１』
『単調な空間　１９４９-１９７８』
（北園克衛／著　思潮社　2014年） 

一歩先ゆく世界を描く北園克衛の
実験的詩集。モダニズムの表現
方法に注目。 

『カバンのなかの月夜　北園克
衛の造型詩』
（金澤一志／監修　国書刊行会　2002年） 

言葉ではなくカメラを使って製作し
た写真＝詩、「プラスティック・ポ
エム」の作品集。

『岩本修蔵詩・集成』
（岩本修蔵／著　ブルーキャニオンプレ
ス社　1989年）

モダニズム詩人・岩本修蔵の作
品を年代を遡りながら掲載する。
本人が著者一覧に加えなかった
詩集も収録。

『ぼくの父は詩人だった』
（岩本準／著　新潮社　1999年）

「父の職業は詩人です。」詩人と
して生ききった岩本修蔵の人生
を息子の目線から語る。 

北
園 

克
衛 

岩
本 

修
蔵 

おすすめの書 籍

「詩のゼミナール」お申し込みについて

アマゾンでもお求めできます

●伊勢市立伊勢図書館　伊勢市八日市場町13-35　☎0596-21-0077　　●（有）伊勢文化舎　伊勢市船江2丁目22-25　☎0596-23-5166詩のゼミナール委員会

詩集『不眠の午後』 詩集『青の秘密』
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本
の
繁
栄
と
と
も
に
、一

人
の
青
年
の
詩
が
波
紋
を

広
げ
る
よ
う
に
人
々
に
知
ら
れ
て

い
き
ま
し
た
。
青
年
の
名
前
は
の

ち
に〝
天
性
の
詩
人
〞と
言
わ
れ
る

竹
内
浩
三
。大
正
十
年（一九
二一）、

伊
勢
市
で
生
ま
れ
、昭
和
二
十
年
、

先
の
戦
争
で
遠
く
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
地

で
二
十
三
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

彼
が
世
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
が
、
没
後
十
年
経
っ
て
出
さ
れ

た
遺
稿
集『
愚
の
旗 

竹
内
浩
三
作

品
集
』。
こ
れ
を
読
ん
で
彼
の
生

き
方
や
作
品
に
共
感
し
た
人
々
が
、

ま
る
で
タ
ス
キ
を
渡
す
よ
う
に
昭

和
か
ら
平
成
、
そ
し
て
、
令
和
の

時
代
へ
そ
の
思
い
を
繋
い
で
来
た
の

で
す
。

創
作
の
源
は

「
伊
勢
の
風
土
」と「
聖
地
性
」

　

竹
内
浩
三
が
中
井
利
亮
ら
中
学

時
代
の
同
級
生
た
ち
と
同
人
誌

「
伊
勢
文
学
」を
出
し
て
い
た
頃
、

東
京
で
は
伊
勢
市
生
ま
れ
の
二
人

の
詩
人
・
北
園
克
衛
、
岩
本
修
蔵

が
斬
新
な
詩
誌「V

O
U

」（
ヴ
ァ
ウ
）

を
創
刊
し
前
衛
詩
運
動
の
旗
手
と

し
て
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。
二
人
は

戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
多
く
の

詩
集
を
出
し
、
日
本
の
詩
壇
界
に

異
彩
を
放
って
い
ま
す
。

　

四
人
の
詩
人
に
共
通
す
る
こ
と

は
、
表
現
の
自
由
が
確
保
さ
れ
て

な
い
時
代
に
、
ヨ
ー
ロッ
パ
の
詩
運

動
を
日
本
語
で
実
践
し
よ
う
と
し

て
先
頭
を
走
っ
て
い
た
二
十
代
、

三
十
代
の「
若
者
」た
ち
で
あ
っ
た

こ
と
で
す
。
彼
ら
は
戦
後
の
日
本

の
詩
人
た
ち
に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
続
け
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　

そ
の
活
躍
の
背
景
に
は
生
ま
れ

育
っ
た
伊
勢
の
風
土
や
聖
地
性
に
、

少
な
く
と
も
関
係
が
あ
る
よ
う
に

思
え
ま
す
。一つ一つ
の
言
葉
と
詩

心
は
神
宮
や
五
十
鈴
川
、
朝
熊

山
、
二
見
の
海
、
ま
た
、
神
都
の

色
濃
く
残
る
町
並
な
ど
の
彼
ら
が

日
常
目
に
す
る
風
景
の
中
か
ら
生

ま
れ
、
紡
が
れ
て
醸
成
さ
れ
て
いっ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
二
〇

二一
年（
令
和
三
年
）は
竹
内
浩
三

が
生
ま
れ
て
百
年
の
記
念
の
年
を

迎
え
ま
す
。

今
年
か
ら
生
誕
百
年
ま
で
、

詩
の
ゼ
ミ
を
10
回
開
講

　

そ
こ
で
、
生
誕
百
年
を
迎
え
る

こ
の
機
会
に
伊
勢
市
立
図
書
館
と

（
有
）伊
勢
文
化
舎
の
共
催
で
、❶

四
人
の
詩
人
の
詩
の
持
つ
魅
力
を
、

今
を
生
き
る
若
者
に
知
る
機
会
を

つ
く
り
、
学
び
、
親
し
む
場
を
提

供
し
た
い
❷
創
作
体
験
を
通
じ
て

詩
の
こ
こ
ろ
、
伊
勢
の
風
土
に
ふ

れ
る
❸
日
本
で
活
躍
す
る
若
い
詩

人
を
発
掘
し
た
い
、
以
上
の
趣
旨

で「
詩
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」を
二
〇
二
一

年
ま
で
十
回
開
講
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

今
年
は
入
門
編
で
四
人
の
詩
人

の
紹
介
と「
そ
も
そ
も
詩
と
は
な
ん

だ
ろ
う
？
」を
、
二
年
目
は
探
索

編
で
古
今
東
西
の
名
詩
や
伊
勢
の

四
詩
人
た
ち
の
詩
の
源
泉
を
辿
り

ま
す
。
三
年
目
は
実
作
編
で
、
受

講
生
の
方
に
詩
を
作
っ
て
頂
き
ま

す
。
講
師
は
南
伊
勢
町
在
住
で
詩

人
の
下
社
裕
基
さ
ん
。
ま
た
、
講

座
の
中
で
、
適
時
、
詩
人
や
朗
読

の
ゲ
ス
ト
を
お
招
き
し
ま
す
。

講
座
と
併
せ
て
所
蔵
本
や

貴
重
な｢
伊
勢
文
学
」を
展
示

　

講
座
と
も
う一つ
、
図
書
館
で
の

展
示
を
併
せ
て
開
催
し
ま
す
。
伊

勢
市
立
伊
勢
図
書
館
二
階
の
ふ
る

さ
と
文
庫
に
は
四
人
の
関
連
書
籍

が
多
数
所
蔵
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
同
館
は
寄
贈
さ
れ
た
貴
重

な「
伊
勢
文
学
」（
創
刊
号
か
ら
七

号
を
除
く
十
号
ま
で
）を
所
蔵
し

て
お
り
、
こ
れ
ら
も
随
時
、
展
示

し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

同
館
の
司
書
が
講
座
に
合
わ
せ

て
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
お
す
す
め
の
書

籍
の
展
示
と
解
説
、
四
人
の
詩
人

の
詩
と
解
説
、
本
人
の
執
筆
原
稿

な
ど
の
展
示
を
行
い
ま
す
。
最
終

の
十
回
目
に
は
全
て
の
展
示
コ
ー

ナ
ー
を
使
い
、「
伊
勢
の
詩
人
」展

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

Profile

下社 裕基
しもやしろ・ひろき

南伊勢町東宮で1961年生
まれ、現在も在住。竹内浩
三と同じ日本大学芸術学部
卒。詩集に、第一詩集『青
空』（1992年）第二詩集『ポ
ニーテールの月』（1999年）。
最近は、手作り詩集『These 
Days』シリーズを2017年から
三作続けて出版中。

右：伊勢市立伊勢図書
館に収蔵されている｢伊
勢文学」。（７号を除い
て揃っている）
左：竹内浩三の個人雑
誌「まんがのよろずや」
に掲載の似顔絵ほか。

竹
内 

浩
三 

た
け
う
ち
・
こ
う
ぞ
う

〈
１
９
２
１
〜
１
９
４
５
〉

１
９
２
１（
大
正
10
）年
、
宇
治
山
田

市（
現
伊
勢
市
）吹
上
町
に
生
ま
れ
る
。

三
重
県
立
宇
治
山
田
中
学
校
か
ら
、
40

年
日
本
大
学
専
門
部（
現
芸
術
学
部
）

映
画
科
入
学
。
42
年
、
在
京
中
の
中

学
時
代
の
友
人
ら
と
同
人
誌「
伊
勢
文

学
」を
創
刊
し
、
２
号
ま
で
竹
内
が
主

に
編
集
発
行
。
詩
や
短
編
小
説
、
漫

画
を
発
表
し
た
。
42
年
９
月
に
半
年
間

繰
り
上
げ
卒
業
し
て
久
居
町
の
中
部
第

38
部
隊
に
入
営
。
終
戦
間
近
の
45
年
４

月
９
日
、
フ
ィ
リ
ピ
ン･

バ
ギ
オ
北
方
１

０
５
２
高
地
方
面
で
戦
死（
享
年
23
）。

戦
後
、
遺
稿
集『
愚
の
旗
』の
刊
行
や
、

兵
舎
で
綴
っ
た
日
記「
筑
波
日
記
」が
公

表
さ
れ
、
詩
人
・
表
現
者
と
し
て
の
評

価
が
高
ま
っ
た
。『
定
本 

竹
内
浩
三
全

集　

戦
死
や
あ
は
れ
』な
ど
多
く
の
書

籍
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
代
表
作
品
に

「
骨
の
う
た
う
」「
日
本
が
見
え
な
い
」。

中
井 

利
亮 

な
か
い
・
と
し
す
け

〈
１
９
２
１
〜
２
０
０
２
〉

１
９
２
１（
大
正
10
）年
、
度
会
郡
二
見

町(

現
伊
勢
市
二
見
町
）に
生
ま
れ
る
。

34
年
、
三
重
県
立
宇
治
山
田
中
学
校

入
学
、
竹
内
浩
三
と
同
窓
。
42
年
早

稲
田
大
学
文
学
部
入
学
、
竹
内
ら
と

同
人
誌「
伊
勢
文
学
」を
創
刊
。
３
号

〜
８
号
ま
で
主
に
中
井
が
編
集
。
同
誌

に
は
中
井
の
詩
も
多
く
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
43
年
12
月
、
海
軍
飛
行
予
備
学

生
と
し
て
学
徒
出
陣
。
56
年
、
竹
内

の
姉
松
島
こ
う
氏
の
依
頼
に
よ
り
竹
内

の
遺
稿
集『
愚
の
旗
』を
編
集
。
構
成
、

装
幀
、
レ
イ
ア
ウ
ト
等
に
編
集
者
と
し

て
優
れ
た
才
能
を
発
揮
。
参
宮
自
動

車
有
限
会
社
代
表
取
締
役
。
郷
土
史

に
も
造
詣
が
深
か
っ
た
。
２
０
０
２
年
81

歳
で
死
去
。『
ヤ
マ
ト
ヒ
メ
・
ラ
イ
ン
を

走
る
│
中
井
利
亮
遺
稿
集
』２
０
０
３

年
中
井
信
子
刊
）が
あ
る
。

一つ一つ
の
言
葉
か
ら
紡
ぎ
出
さ
れ
て
生
ま
れ
る
詩
。

前
衛
詩
の
旗
手･

北
園
克
衛
や
岩
本
修
蔵
、

同
級
生
ら
と
優
れ
た
同
人
誌｢

伊
勢
文
学
」を
創
刊
し
た
竹
内
浩
三
、
中
井
利
亮
。
　

日
本
の
文
学
史
上
、
異
彩
を
放
つ
詩
人
た
ち
の
言
の
葉
に
ふ
れ
、
伊
勢
の
風
土
を
知
る
。

「
詩
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」は
詩
を
通
じ
て
言
葉
の
力
を
磨
き
ま
す
。

詩へのいざないふるさと文庫

若者向け・詩のゼミナール 開講

若者向け・詩のゼミナール 開講

開講日

2019年

8月25日
（午後2時～4時）

「竹内浩三を知っていますか？
  北園克衛は？」

【入門編  ❶】
そもそも、詩とは？伊勢出身４詩人って？どんな詩を書いたの？
４人の代表的な詩を紹介しながら、詩の世界にふれる。

al l  about  4poet  in  Ise
～伊勢の４詩人のすべて～

Stage 1

竹内浩三・中井利亮・北
園克衛・岩本修蔵の所蔵
図書の展示

Stage 2

各詩人の人物像とゆかり
の地を紹介

Stage 3

各詩人の代表作の紹介と
解説

掲載図書の展示

Final

竹内浩三生誕100年記念展示

テーマ 講座の内容 展示内容

「青春と詩　読んだり､ 書いたり」 講 座 概 要

北
園 

克
衛 

き
た
そ
の 

・
か
つ
え

〈
１
９
０
２
〜
１
９
７
８
〉

１
９
０
２（
明
治
35
）年
、
度
会
郡
四

郷
村
大
字
朝
熊（
現
伊
勢
市
朝
熊
町
）

で
彫
刻
家
・
橋
本
平
八
の
５
歳
年
下
の

弟
と
し
て
誕
生
す
る
。
本
名
・
橋
本
健

吉
。
20
年
中
央
大
学
専
門
部
経
済
学

科
に
入
学
。
生
田
春
月
の
紹
介
で
23

年
、「
文
章
倶
楽
部
」に
詩
を
発
表
。

ま
た
未
来
派
、
立
体
派
、
表
現
派
、

ダ
ダ
の
影
響
を
受
け
、「GE

・

GJM
GJGAM

・PRRR
・GJM

GEM

」（
ゲ

エ
・
ギ
ム
ギ
ガ
ム
・
プ
ル
ル
ル
・
ギ
ム
ゲ
ム
）

を
創
刊
す
る
な
ど
前
衛
詩
の
分
野
で
活

動
を
開
始
。
28
年
に「
日
本
に
お
け
る

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ズ
ム
の
宣
言
」を
上
田
敏

雄
ら
と
共
同
執
筆
。
35
年
に
は
、VO

U

倶
楽
部
を
結
成
し
て
機
関
誌「VO

U

」

（
ヴ
ァ
ウ
）を
発
行
。
詩
集
は
24
冊（
生

前
）出
版
し
て
お
り
、
代
表
作
と
し
て

『
白
の
ア
ル
バ
ム
』、『
夏
の
手
紙
』、『
黒

い
火
』、『
家
』が
知
ら
れ
る
。『
北
園
克

衛
詩
集
』を
は
じ
め
写
真
、
エ
ッ
セ
イ･

評
論
、評
伝
な
ど
多
く
の
書
籍
が
あ
る
。

岩
本 

修
蔵 

い
わ
も
と
・
し
ゅ
う
ぞ
う

〈
１
９
０
８
〜
１
９
７
９
〉

１
９
０
８
年（
明
治
41
）宇
治
山
田
市

岩
渕
町（
現
伊
勢
市
岩
淵
町
）に
生
ま

れ
る
。
27
年（
昭
和
２
年
）三
重
県
立

宇
治
山
田
中
学
校
を
卒
業
。
そ
の
こ

ろ
、
詩
を
書
き
始
め
る
。
東
洋
大
学
へ

入
学
し
、北
園
克
衛
と
出
会
う
。30
年
、

北
園
と
の
共
同
編
集
で
、
詩
の
雑
誌

「
化
粧
す
る
銅
像
」、
翌
年
に「
白
紙
」、

32
年
に「M

AD
AM

E  BLAN
CH

E

」（
マ

ダ
ム　

ブ
ラ
ン
シ
ェ
）を
創
刊
し
、
日

本
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
運
動
の
先
頭
に
立

つ
。『
青
の
秘
密
』『
喪
く
し
た
真
珠
』

を
刊
行
。
35
年
、
北
園
克
衛
と「VO

U
｣

を
創
刊
す
る
。
39
年
、
召
集
さ
れ
、

シ
ベ
リ
ア
に
抑
留
。
帰
還
後
、「PAN

 
PO

ESIE]

（
パ
ン　

ポ
エ
ジ
ー
）を
創
刊
、

主
宰
。
シ
ニ
カ
ル
で
柔
ら
か
く
人
間
味

の
あ
る
詩
を
多
く
残
し
て
い
る
。『
岩

本
修
蔵
詩･

集
成
』な
ど
が
あ
る
。

１
回
目

2019年

12月15日
（午後2時～4時）

「竹内浩三の詩って、
  カッコいい！」

【入門編  ❷】
竹内浩三の詩の魅力は今も古びない…。なぜ古びないのか？
伊勢の詩人にとどまらず、カッコいい詩の紹介をする。
歌の詞だって、カッコいい！

２
回
目

2020年

3月22日
（午後2時～4時）

「詩って、なんだろう？」

【入門編  ❸】
ゲストを招き、竹内浩三をはじめ伊勢の詩人たちの詩の魅力を
語りあう。詩情とは、なんだろう？
入門編・最終回なので、受講生とも感想を語りあう。

３
回
目

2020年
期日未定

「詩の森に迷う」

【探索編  ❶】
古今東西の名詩のなかに分け入る。
多様な詩の世界に翻弄されてみよう。
固定観念をすて、詩をあじわってみよう。香ってくるポエジー！

４
回
目

2020年
期日未定

「伊勢は詩の泉か」

【探索編  ❷】
伊勢４詩人のゆかりの地が伊勢には多くある。それぞれの詩人
の歩みに詳しい方々と、詩人たちの詩の源泉をさぐる。
図書館を飛び出して、『Fie ld  s tudy of  poetry  in  伊勢』の回。

５
回
目

2020年
期日未定

「どんな詩がお好き？」

【探索編  ❸】
伊勢図書館にある詩の本のなかから、自分好みの詩をさがし、
書き写してみよう。その詩を朗読してみて、どんなところが好き
なのかが掴めたら、詩作の第一歩。

６
回
目

2021年
期日未定

「詩をつくってみる」
　～その１

【実作編  ❶】
詩の実作の基本のスタイルとは？つくる前の心がまえは？ 気をつ
けないといけない点は？ どのようにしたら自分の詩が姿をあらわ
すのかを手ほどき。

【実作編  ❷】
受講生が習作した詩を持ち寄り、皆で感想を述べ合う。講師
からもアドバイスをもらい、ブラッシュアップしていく。受講生の
半数の人の詩の実作をもとに学ぶ。

【実作編  ❸】
8回目で発表しなかった残りの受講生が習作した詩をもとに学
ぶ。本人には気づかない点を指摘しあう、ブラッシュアップ・トレー
ニングの 2回目。新たな「詩サークル」参加への誘いも。

７
回
目

2021年
期日未定

「詩をつくってみる」
　～その２

８
回
目

2021年
期日未定

「詩をつくってみる」
　～その３

９
回
目

2021年
期日未定

終講記念イベント 受講生作品発表会・終講式
10
回
目

日

伊勢市立伊勢図書館
2階



竹内浩三  愚の旗  通信

本
の
繁
栄
と
と
も
に
、一

人
の
青
年
の
詩
が
波
紋
を

広
げ
る
よ
う
に
人
々
に
知
ら
れ
て

い
き
ま
し
た
。
青
年
の
名
前
は
の

ち
に〝
天
性
の
詩
人
〞と
言
わ
れ
る

竹
内
浩
三
。大
正
十
年（一九
二一）、

伊
勢
市
で
生
ま
れ
、昭
和
二
十
年
、

先
の
戦
争
で
遠
く
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
地

で
二
十
三
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

彼
が
世
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
が
、
没
後
十
年
経
っ
て
出
さ
れ

た
遺
稿
集『
愚
の
旗 

竹
内
浩
三
作

品
集
』。
こ
れ
を
読
ん
で
彼
の
生

き
方
や
作
品
に
共
感
し
た
人
々
が
、

ま
る
で
タ
ス
キ
を
渡
す
よ
う
に
昭

和
か
ら
平
成
、
そ
し
て
、
令
和
の

時
代
へ
そ
の
思
い
を
繋
い
で
来
た
の

で
す
。

創
作
の
源
は

「
伊
勢
の
風
土
」と「
聖
地
性
」

　

竹
内
浩
三
が
中
井
利
亮
ら
中
学

時
代
の
同
級
生
た
ち
と
同
人
誌

「
伊
勢
文
学
」を
出
し
て
い
た
頃
、

東
京
で
は
伊
勢
市
生
ま
れ
の
二
人

の
詩
人
・
北
園
克
衛
、
岩
本
修
蔵

が
斬
新
な
詩
誌「V

O
U

」（
ヴ
ァ
ウ
）

を
創
刊
し
前
衛
詩
運
動
の
旗
手
と

し
て
活
躍
し
て
い
ま
し
た
。
二
人
は

戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
多
く
の

詩
集
を
出
し
、
日
本
の
詩
壇
界
に

異
彩
を
放
って
い
ま
す
。

　

四
人
の
詩
人
に
共
通
す
る
こ
と

は
、
表
現
の
自
由
が
確
保
さ
れ
て

な
い
時
代
に
、
ヨ
ー
ロッ
パ
の
詩
運

動
を
日
本
語
で
実
践
し
よ
う
と
し

て
先
頭
を
走
っ
て
い
た
二
十
代
、

三
十
代
の「
若
者
」た
ち
で
あ
っ
た

こ
と
で
す
。
彼
ら
は
戦
後
の
日
本

の
詩
人
た
ち
に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
続
け
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　

そ
の
活
躍
の
背
景
に
は
生
ま
れ

育
っ
た
伊
勢
の
風
土
や
聖
地
性
に
、

少
な
く
と
も
関
係
が
あ
る
よ
う
に

思
え
ま
す
。一つ一つ
の
言
葉
と
詩

心
は
神
宮
や
五
十
鈴
川
、
朝
熊

山
、
二
見
の
海
、
ま
た
、
神
都
の

色
濃
く
残
る
町
並
な
ど
の
彼
ら
が

日
常
目
に
す
る
風
景
の
中
か
ら
生

ま
れ
、
紡
が
れ
て
醸
成
さ
れ
て
いっ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
二
〇

二一
年（
令
和
三
年
）は
竹
内
浩
三

が
生
ま
れ
て
百
年
の
記
念
の
年
を

迎
え
ま
す
。

今
年
か
ら
生
誕
百
年
ま
で
、

詩
の
ゼ
ミ
を
10
回
開
講

　

そ
こ
で
、
生
誕
百
年
を
迎
え
る

こ
の
機
会
に
伊
勢
市
立
図
書
館
と

（
有
）伊
勢
文
化
舎
の
共
催
で
、❶

四
人
の
詩
人
の
詩
の
持
つ
魅
力
を
、

今
を
生
き
る
若
者
に
知
る
機
会
を

つ
く
り
、
学
び
、
親
し
む
場
を
提

供
し
た
い
❷
創
作
体
験
を
通
じ
て

詩
の
こ
こ
ろ
、
伊
勢
の
風
土
に
ふ

れ
る
❸
日
本
で
活
躍
す
る
若
い
詩

人
を
発
掘
し
た
い
、
以
上
の
趣
旨

で「
詩
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」を
二
〇
二
一

年
ま
で
十
回
開
講
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

今
年
は
入
門
編
で
四
人
の
詩
人

の
紹
介
と「
そ
も
そ
も
詩
と
は
な
ん

だ
ろ
う
？
」を
、
二
年
目
は
探
索

編
で
古
今
東
西
の
名
詩
や
伊
勢
の

四
詩
人
た
ち
の
詩
の
源
泉
を
辿
り

ま
す
。
三
年
目
は
実
作
編
で
、
受

講
生
の
方
に
詩
を
作
っ
て
頂
き
ま

す
。
講
師
は
南
伊
勢
町
在
住
で
詩

人
の
下
社
裕
基
さ
ん
。
ま
た
、
講

座
の
中
で
、
適
時
、
詩
人
や
朗
読

の
ゲ
ス
ト
を
お
招
き
し
ま
す
。

講
座
と
併
せ
て
所
蔵
本
や

貴
重
な｢

伊
勢
文
学
」を
展
示

　

講
座
と
も
う一つ
、
図
書
館
で
の

展
示
を
併
せ
て
開
催
し
ま
す
。
伊

勢
市
立
伊
勢
図
書
館
二
階
の
ふ
る

さ
と
文
庫
に
は
四
人
の
関
連
書
籍

が
多
数
所
蔵
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
同
館
は
寄
贈
さ
れ
た
貴
重

な「
伊
勢
文
学
」（
創
刊
号
か
ら
七

号
を
除
く
十
号
ま
で
）を
所
蔵
し

て
お
り
、
こ
れ
ら
も
随
時
、
展
示

し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

同
館
の
司
書
が
講
座
に
合
わ
せ

て
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
お
す
す
め
の
書

籍
の
展
示
と
解
説
、
四
人
の
詩
人

の
詩
と
解
説
、
本
人
の
執
筆
原
稿

な
ど
の
展
示
を
行
い
ま
す
。
最
終

の
十
回
目
に
は
全
て
の
展
示
コ
ー

ナ
ー
を
使
い
、「
伊
勢
の
詩
人
」展

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。
ご
期
待

く
だ
さ
い
。

Profile

下社 裕基
しもやしろ・ひろき

南伊勢町東宮で1961年生
まれ、現在も在住。竹内浩
三と同じ日本大学芸術学部
卒。詩集に、第一詩集『青
空』（1992年）第二詩集『ポ
ニーテールの月』（1999年）。
最近は、手作り詩集『These 
Days』シリーズを2017年から
三作続けて出版中。

右：伊勢市立伊勢図書
館に収蔵されている｢伊
勢文学」。（７号を除い
て揃っている）
左：竹内浩三の個人雑
誌「まんがのよろずや」
に掲載の似顔絵ほか。

竹
内 

浩
三 

た
け
う
ち
・
こ
う
ぞ
う

〈
１
９
２
１
〜
１
９
４
５
〉

１
９
２
１（
大
正
10
）年
、
宇
治
山
田

市（
現
伊
勢
市
）吹
上
町
に
生
ま
れ
る
。

三
重
県
立
宇
治
山
田
中
学
校
か
ら
、
40

年
日
本
大
学
専
門
部（
現
芸
術
学
部
）

映
画
科
入
学
。
42
年
、
在
京
中
の
中

学
時
代
の
友
人
ら
と
同
人
誌「
伊
勢
文

学
」を
創
刊
し
、
２
号
ま
で
竹
内
が
主

に
編
集
発
行
。
詩
や
短
編
小
説
、
漫

画
を
発
表
し
た
。
42
年
９
月
に
半
年
間

繰
り
上
げ
卒
業
し
て
久
居
町
の
中
部
第

38
部
隊
に
入
営
。
終
戦
間
近
の
45
年
４

月
９
日
、
フ
ィ
リ
ピ
ン･

バ
ギ
オ
北
方
１

０
５
２
高
地
方
面
で
戦
死（
享
年
23
）。

戦
後
、
遺
稿
集『
愚
の
旗
』の
刊
行
や
、

兵
舎
で
綴
っ
た
日
記「
筑
波
日
記
」が
公

表
さ
れ
、
詩
人
・
表
現
者
と
し
て
の
評

価
が
高
ま
っ
た
。『
定
本 

竹
内
浩
三
全

集　

戦
死
や
あ
は
れ
』な
ど
多
く
の
書

籍
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
代
表
作
品
に

「
骨
の
う
た
う
」「
日
本
が
見
え
な
い
」。

中
井 

利
亮 

な
か
い
・
と
し
す
け

〈
１
９
２
１
〜
２
０
０
２
〉

１
９
２
１（
大
正
10
）年
、
度
会
郡
二
見

町(

現
伊
勢
市
二
見
町
）に
生
ま
れ
る
。

34
年
、
三
重
県
立
宇
治
山
田
中
学
校

入
学
、
竹
内
浩
三
と
同
窓
。
42
年
早

稲
田
大
学
文
学
部
入
学
、
竹
内
ら
と

同
人
誌「
伊
勢
文
学
」を
創
刊
。
３
号

〜
８
号
ま
で
主
に
中
井
が
編
集
。
同
誌

に
は
中
井
の
詩
も
多
く
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
43
年
12
月
、
海
軍
飛
行
予
備
学

生
と
し
て
学
徒
出
陣
。
56
年
、
竹
内

の
姉
松
島
こ
う
氏
の
依
頼
に
よ
り
竹
内

の
遺
稿
集『
愚
の
旗
』を
編
集
。
構
成
、

装
幀
、
レ
イ
ア
ウ
ト
等
に
編
集
者
と
し

て
優
れ
た
才
能
を
発
揮
。
参
宮
自
動

車
有
限
会
社
代
表
取
締
役
。
郷
土
史

に
も
造
詣
が
深
か
っ
た
。
２
０
０
２
年
81

歳
で
死
去
。『
ヤ
マ
ト
ヒ
メ
・
ラ
イ
ン
を

走
る
│
中
井
利
亮
遺
稿
集
』２
０
０
３

年
中
井
信
子
刊
）が
あ
る
。

一つ一つ
の
言
葉
か
ら
紡
ぎ
出
さ
れ
て
生
ま
れ
る
詩
。

前
衛
詩
の
旗
手･

北
園
克
衛
や
岩
本
修
蔵
、

同
級
生
ら
と
優
れ
た
同
人
誌｢

伊
勢
文
学
」を
創
刊
し
た
竹
内
浩
三
、
中
井
利
亮
。
　

日
本
の
文
学
史
上
、
異
彩
を
放
つ
詩
人
た
ち
の
言
の
葉
に
ふ
れ
、
伊
勢
の
風
土
を
知
る
。

「
詩
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」は
詩
を
通
じ
て
言
葉
の
力
を
磨
き
ま
す
。

詩へのいざないふるさと文庫

若者向け・詩のゼミナール 開講

若者向け・詩のゼミナール 開講

開講日

2019年

8月25日
（午後2時～4時）

「竹内浩三を知っていますか？
  北園克衛は？」

【入門編  ❶】
そもそも、詩とは？伊勢出身４詩人って？どんな詩を書いたの？
４人の代表的な詩を紹介しながら、詩の世界にふれる。

al l  about  4poet  in  Ise
～伊勢の４詩人のすべて～

Stage 1

竹内浩三・中井利亮・北
園克衛・岩本修蔵の所蔵
図書の展示

Stage 2

各詩人の人物像とゆかり
の地を紹介

Stage 3

各詩人の代表作の紹介と
解説

掲載図書の展示

Final

竹内浩三生誕100年記念展示

テーマ 講座の内容 展示内容

「青春と詩　読んだり､ 書いたり」 講 座 概 要

北
園 

克
衛 

き
た
そ
の 

・
か
つ
え

〈
１
９
０
２
〜
１
９
７
８
〉

１
９
０
２（
明
治
35
）年
、
度
会
郡
四

郷
村
大
字
朝
熊（
現
伊
勢
市
朝
熊
町
）

で
彫
刻
家
・
橋
本
平
八
の
５
歳
年
下
の

弟
と
し
て
誕
生
す
る
。
本
名
・
橋
本
健

吉
。
20
年
中
央
大
学
専
門
部
経
済
学

科
に
入
学
。
生
田
春
月
の
紹
介
で
23

年
、「
文
章
倶
楽
部
」に
詩
を
発
表
。

ま
た
未
来
派
、
立
体
派
、
表
現
派
、

ダ
ダ
の
影
響
を
受
け
、「GE

・

GJM
GJGAM

・PRRR

・GJM
GEM

」（
ゲ

エ
・
ギ
ム
ギ
ガ
ム
・
プ
ル
ル
ル
・
ギ
ム
ゲ
ム
）

を
創
刊
す
る
な
ど
前
衛
詩
の
分
野
で
活

動
を
開
始
。
28
年
に「
日
本
に
お
け
る

シ
ュ
ル
レ
ア
リ
ズ
ム
の
宣
言
」を
上
田
敏

雄
ら
と
共
同
執
筆
。
35
年
に
は
、VO

U

倶
楽
部
を
結
成
し
て
機
関
誌「VO

U

」

（
ヴ
ァ
ウ
）を
発
行
。
詩
集
は
24
冊（
生

前
）出
版
し
て
お
り
、
代
表
作
と
し
て

『
白
の
ア
ル
バ
ム
』、『
夏
の
手
紙
』、『
黒

い
火
』、『
家
』が
知
ら
れ
る
。『
北
園
克

衛
詩
集
』を
は
じ
め
写
真
、
エ
ッ
セ
イ･

評
論
、評
伝
な
ど
多
く
の
書
籍
が
あ
る
。

岩
本 

修
蔵 

い
わ
も
と
・
し
ゅ
う
ぞ
う

〈
１
９
０
８
〜
１
９
７
９
〉

１
９
０
８
年（
明
治
41
）宇
治
山
田
市

岩
渕
町（
現
伊
勢
市
岩
淵
町
）に
生
ま

れ
る
。
27
年（
昭
和
２
年
）三
重
県
立

宇
治
山
田
中
学
校
を
卒
業
。
そ
の
こ

ろ
、
詩
を
書
き
始
め
る
。
東
洋
大
学
へ

入
学
し
、北
園
克
衛
と
出
会
う
。30
年
、

北
園
と
の
共
同
編
集
で
、
詩
の
雑
誌

「
化
粧
す
る
銅
像
」、
翌
年
に「
白
紙
」、

32
年
に「M

AD
AM

E  BLAN
CH

E

」（
マ

ダ
ム　

ブ
ラ
ン
シ
ェ
）を
創
刊
し
、
日

本
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
詩
運
動
の
先
頭
に
立

つ
。『
青
の
秘
密
』『
喪
く
し
た
真
珠
』

を
刊
行
。
35
年
、
北
園
克
衛
と「VO

U
｣

を
創
刊
す
る
。
39
年
、
召
集
さ
れ
、

シ
ベ
リ
ア
に
抑
留
。
帰
還
後
、「PAN

 
PO

ESIE]

（
パ
ン　

ポ
エ
ジ
ー
）を
創
刊
、

主
宰
。
シ
ニ
カ
ル
で
柔
ら
か
く
人
間
味

の
あ
る
詩
を
多
く
残
し
て
い
る
。『
岩

本
修
蔵
詩･

集
成
』な
ど
が
あ
る
。

１
回
目

2019年

12月15日
（午後2時～4時）

「竹内浩三の詩って、
  カッコいい！」

【入門編  ❷】
竹内浩三の詩の魅力は今も古びない…。なぜ古びないのか？
伊勢の詩人にとどまらず、カッコいい詩の紹介をする。
歌の詞だって、カッコいい！

２
回
目

2020年

3月22日
（午後2時～4時）

「詩って、なんだろう？」

【入門編  ❸】
ゲストを招き、竹内浩三をはじめ伊勢の詩人たちの詩の魅力を
語りあう。詩情とは、なんだろう？
入門編・最終回なので、受講生とも感想を語りあう。

３
回
目

2020年
期日未定

「詩の森に迷う」

【探索編  ❶】
古今東西の名詩のなかに分け入る。
多様な詩の世界に翻弄されてみよう。
固定観念をすて、詩をあじわってみよう。香ってくるポエジー！

４
回
目

2020年
期日未定

「伊勢は詩の泉か」

【探索編  ❷】
伊勢４詩人のゆかりの地が伊勢には多くある。それぞれの詩人
の歩みに詳しい方々と、詩人たちの詩の源泉をさぐる。
図書館を飛び出して、『Fie ld  s tudy of  poetry  in  伊勢』の回。

５
回
目

2020年
期日未定

「どんな詩がお好き？」

【探索編  ❸】
伊勢図書館にある詩の本のなかから、自分好みの詩をさがし、
書き写してみよう。その詩を朗読してみて、どんなところが好き
なのかが掴めたら、詩作の第一歩。

６
回
目

2021年
期日未定

「詩をつくってみる」
　～その１

【実作編  ❶】
詩の実作の基本のスタイルとは？つくる前の心がまえは？ 気をつ
けないといけない点は？ どのようにしたら自分の詩が姿をあらわ
すのかを手ほどき。

【実作編  ❷】
受講生が習作した詩を持ち寄り、皆で感想を述べ合う。講師
からもアドバイスをもらい、ブラッシュアップしていく。受講生の
半数の人の詩の実作をもとに学ぶ。

【実作編  ❸】
8回目で発表しなかった残りの受講生が習作した詩をもとに学
ぶ。本人には気づかない点を指摘しあう、ブラッシュアップ・トレー
ニングの 2回目。新たな「詩サークル」参加への誘いも。

７
回
目

2021年
期日未定

「詩をつくってみる」
　～その２

８
回
目

2021年
期日未定

「詩をつくってみる」
　～その３

９
回
目

2021年
期日未定

終講記念イベント 受講生作品発表会・終講式
10
回
目

日

伊勢市立伊勢図書館
2階



竹内浩三  愚の旗  通信

さ
い
げ
ん
な
く

ざ
ん
ご
ざ
ん
ご
と

雨
が
ふ
る

ま
っ
く
ら
な
空
か
ら

ざ
ん
ご
ざ
ん
ご
と

お
し
よ
せ
て
く
る

ぼ
く
は

傘
も
な
い
し

お
金
も
な
い

雨
に
ま
け
ま
い
と
し
て

が
ち
ん
が
ち
ん
と

あ
る
い
た

お
金
を
つ
か
う
こ
と
は

に
ぎ
や
か
だ
か
ら
す
き
だ

も
の
を
た
べ
る
こ
と
は

に
ぎ
や
か
だ
か
ら
す
き
だ

ぼ
く
は
　
に
ぎ
や
か
な
こ
と
が
す
き
だ

さ
い
げ
ん
な
く
　
ざ
ん
ご
ざ
ん
ご
と

雨
が
ふ
る

ぼ
く
は
　
傘
も
な
い
し
　
お
金
も
な
い

き
も
の
は
ぬ
れ
て

さ
ぶ
い
け
れ
ど

誰
も
か
ま
つ
て
く
れ
な
い

ぼ
く
は
一
人
で

が
ち
ん
が
ち
ん
と
あ
る
い
た

あ
る
い
た

（『
愚
の
旗　
竹
内
浩
三
作
品
集
』）

竹
内 

浩
三

雨 『愚の旗　竹内浩三作品集』
復刻版
（竹内浩三／著　伊勢文化舎　2018年） 

1956年私家版として発行された
竹内浩三の遺稿集を復刻。中井
利亮の編集構成・装丁をできる限
り再現した。 

『ぼくもいくさに征くのだけれど
竹内浩三の詩と死』
（稲泉連／著　中央公論新社　2004

年） 

23歳で戦死した浩三と執筆当時
同じ年頃だった著者。浩三の足
跡をたどり、時代を超えて伝えら
れてゆくその詩について綴る。 

『愚の旗　竹内浩三作品集』
復刻版
（竹内浩三／著　伊勢文化舎　2018年） 

1956年私家版として発行された
竹内浩三の遺稿集を復刻。中井
利亮の編集構成・装丁をできる限
り再現した。 

『ぼくもいくさに征くのだけれど
竹内浩三の詩と死』
（稲泉連／著　中央公論新社　2004

年） 

23歳で戦死した浩三と執筆当時
同じ年頃だった著者。浩三の足
跡をたどり、時代を超えて伝えら
れてゆくその詩について綴る。 

『ヤマトヒメ・ラインを走る
中井利亮遺稿集』私家版
（中井利亮／著　2003年） 

若いころの詩作だけでなく、後
年の郷土史家としての業績をま
とめた遺稿集。 

「伊勢文学」
宇治山田中学の同級生であっ
た竹内浩三らと東京の大学時
代に創刊した同人雑誌。浩三
の出征後はその思いを継ぎ発行
を続ける。

共催 伊勢市立伊勢図書館／（有）伊勢文化舎
■募集人員 30名
 　学生（中高生・大学生） 10名 
 　青年（22歳～ 29歳） 10名 
 　一般（30歳以上） 10名 
 ※2年目以降も随時募集します。 
 　定員になり次第締め切ります。 
■会場 伊勢市立伊勢図書館  2階  視聴覚室
■参加資格 伊勢市とその近郊、三重県在住者
 伊勢の詩人や詩に関心のある人、 
 なるべく、全講座（10回）出席出来る人 

■受講料 無料 

■問い合わせと申し込み 
 伊勢市立伊勢図書館窓口で受け付けています。
 ※電話かFAXでも申し込み可能です。 
伊勢市立伊勢図書館 
〒516-0076　伊勢市八日市場町13-35　 
TEL 0596-21-0077  FAX 0596-21-0078 

共催 伊勢市立伊勢図書館／（有）伊勢文化舎
■募集人員 30名
 　学生（中高生・大学生） 10名 
 　青年（22歳～ 29歳） 10名 
 　一般（30歳以上） 10名 
 ※2年目以降も随時募集します。 
 　定員になり次第締め切ります。 
■会場 伊勢市立伊勢図書館  2階  視聴覚室
■参加資格 伊勢市とその近郊、三重県在住者
 伊勢の詩人や詩に関心のある人、 
 なるべく、全講座（10回）出席出来る人 

■受講料 無料 

■問い合わせと申し込み 
 伊勢市立伊勢図書館窓口で受け付けています。
 ※電話かFAXでも申し込み可能です。 
伊勢市立伊勢図書館 
〒516-0076　伊勢市八日市場町13-35　 
TEL 0596-21-0077  FAX 0596-21-0078 

竹内浩三生誕100年（2021）記念出版
竹内浩三著　中井利亮・編集・装幀　

『愚の旗 竹内浩三作品集』
復刻版ご案内
　　　
62年の時を経て復刻！
詩人・竹内浩三の原点の書。

復刻版の特徴
1.　初版本を徹底調査し、装幀など可能な限り近い形で復刻しました。
2.　詩の頁（５３頁）を活版で印刷し、初版本の質感を再現。
3.　竹内研究者が竹内浩三と『愚の旗』について解説 (書き下ろし）。
4.　品質保証のため一冊ごとにナンバリングを施しました。
5.　表紙は和紙カバーかけ、函に入れて永久保存版。

B5判変形　172頁　上製本・和紙カバー　函入り
定価8,640円（税込）　送料1,000円（北海道・離島は除く）
復刻制作　『愚の旗』復刻制作委員会
発行／発売（有）伊勢文化舎
※お問い合わせ　（有）伊勢文化舎

竹内浩三生誕100年（2021）記念出版
竹内浩三著　中井利亮・編集・装幀　

『愚の旗 竹内浩三作品集』
復刻版ご案内
　　　
62年の時を経て復刻！
詩人・竹内浩三の原点の書。

復刻版の特徴
1.　初版本を徹底調査し、装幀など可能な限り近い形で復刻しました。
2.　詩の頁（５３頁）を活版で印刷し、初版本の質感を再現。
3.　竹内研究者が竹内浩三と『愚の旗』について解説 (書き下ろし）。
4.　品質保証のため一冊ごとにナンバリングを施しました。
5.　表紙は和紙カバーかけ、函に入れて永久保存版。

B5判変形　172頁　上製本・和紙カバー　函入り
定価8,640円（税込）　送料1,000円（北海道・離島は除く）
復刻制作　『愚の旗』復刻制作委員会
発行／発売（有）伊勢文化舎
※お問い合わせ　（有）伊勢文化舎

小紙「竹内浩三 愚の旗通信」は竹内浩三生誕100年を機会に『愚の旗』復刻版を記念し
て創刊しました。今号は「詩のゼミナール」関連の情報を掲載しました。伊勢市立図書館、
伊勢市の施設等で無料配布しております。

竹内浩三  愚の旗  通信
竹内 浩 三生誕 1 0 0 年（２０２１） Recommend Books

伊勢の４詩人
v�.3
July.2019

発　行／ 詩のゼミナール委員会
 伊勢市立伊勢図書館、（有）伊勢文化舎
制　作／ （有）伊勢文化舎
発行日／ 令和元年7月1日
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伊勢市立伊勢図書館2階のふるさと文庫では詩のゼミナールで紹介する
竹内浩三・中井利亮・北園克衛・岩本修蔵の4詩人の著作を所蔵しています。
どなたでもご覧いただくことができます。ぜひ、ふるさと文庫をご利用ください。

竹
内 

浩
三

中
井 

利
亮 

『記号説　１９２４-１９４１』
『単調な空間　１９４９-１９７８』
（北園克衛／著　思潮社　2014年） 

一歩先ゆく世界を描く北園克衛の
実験的詩集。モダニズムの表現
方法に注目。 

『カバンのなかの月夜　北園克
衛の造型詩』
（金澤一志／監修　国書刊行会　2002年） 

言葉ではなくカメラを使って製作し
た写真＝詩、「プラスティック・ポ
エム」の作品集。

『岩本修蔵詩・集成』
（岩本修蔵／著　ブルーキャニオンプレ
ス社　1989年）

モダニズム詩人・岩本修蔵の作
品を年代を遡りながら掲載する。
本人が著者一覧に加えなかった
詩集も収録。

『ぼくの父は詩人だった』
（岩本準／著　新潮社　1999年）

「父の職業は詩人です。」詩人と
して生ききった岩本修蔵の人生
を息子の目線から語る。 

北
園 

克
衛 

岩
本 

修
蔵 

おすすめの書 籍

「詩のゼミナール」お申し込みについて

アマゾンでもお求めできます

●伊勢市立伊勢図書館　伊勢市八日市場町13-35　☎0596-21-0077　　●（有）伊勢文化舎　伊勢市船江2丁目22-25　☎0596-23-5166詩のゼミナール委員会

詩集『不眠の午後』 詩集『青の秘密』


